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事 業 報 告

第 8 期目となりました当財団の助成事業ですが、今回も対象地域を全国としました。日本各地で精力的に活

動するＮＰＯ法人、団体等からご応募頂き感謝をしています。

ここに今季の事業報告をさせて頂きたいと存じます。

・応募書類受付期間：2019 年 6 月 10 日(月)～7 月 31 日(水)

選考委員会：2019 年 8 月 26 日（月） 13 時より

於：太陽グラントソントン税理士法人 第 1 会議室

・採択通知：2019 年 10 月 1 日

1 助成事業

1) コミュニティー振興及びまちづくりに関する事業

No. 団体名 事業名 助成金額

1

ピア活あいち運営委員会

代表者 窪田信子

愛知県の精神疾患・障害をもつ者同士が繋

がり支え合うことを目指した「ピア活あい

ち2019」大規模交流会の開催

50万円

2
「鹿野の風」プロジェクト

代表者 福田清治

里山まるごと雑木による木漏れ日計画と

オープンガーデン

35万円

3
IMADATE ART FIELD

代表者 増田頼保

第32回今立現代美術紙展

IMADATE ART FIELD展

100万円

4
せんだいわらアート実行委員会

代表者 広瀬剛史

2020 せんだいわらアートフェスティバ

ル

65万円

5
NPO法人響愛学園

代表者 児島真里子

インクルーシブな地域に

地域活性型プロジェクト

20万円

6
公益財団法人ハーモニィセンター

代表理事 大野重男

「馬」と共に地域の子どもを育てる勉強会 20万円

7
特定非営利活動法人フロムトゥ

代表者 菊池重人

地域と共に支える「頑張らない介護」 16万円

8
高千穂町吹奏楽連合会【tzedakah】

代表者 田端歩

部活動における外部指導・ボランティア精

神の醸成

70万円

9
特定非営利活動法人いろどりライフ

代表者 森内卓爾

多世代参加型居場所「通いの場」運営事業 20万円

10
シメサイ実行委員会

代表者 菅原太

志免祭 国際コメディシアターフェステ

ィバル2020

40万円

11
G音楽たい

代表者 土持真一郎

過疎地認知症対策音楽療法活動 60万円

12

特定非営利活動法人アントレプレナーシ

ップ開発センター

理事長 原田紀久子

故郷でナリワイを創る

～山のぬくもりを届ける仕事を体験しよ

う！～

50万円

13
特定非営利活動法人 NPOみなとしほがま

代表者 菅原周二

新「しほがまの歴史的資源」の魅力発信事

業

150万円

14
特定非営利活動法人 Iloveつづき

代表者 斉藤晶子

地元産小麦と野菜を使った商品化プロジ

ェクト

30万円



- 2 -

No. 団体名 事業名 助成金額

15
NPO法人 山の遊び舎はらぺこ

代表者 阿部大輔

第12回子育てを考える集い 30万円

16 特定非営利活動法人びーのびーの

代表者 奥山千鶴子

COCOしのはらプレミアムナイト 43万円

17

NPO法人 全国こども食堂支援センター・

むすびえ

代表者 湯浅誠

こども食堂の地域防災拠点化事業 50万円

18
みんなが龍馬塾

代表者 橘宣孝

発達障害児等の「子ども食堂・交流学習塾」

運営授業

50万円

19
NPO法人えき・まちネットこまつ

代表者 江本一男

域学連携による次世代育成プロジェクト 80万円

20

認定特定非営利活動法人 彩の子ネット

ワーク

代表 関昌美

赤ちゃん・子どもの生きる姿から“いっし

ょに生きる”のはじまりをつくろう

40万円

21

特定非営利活動法人地球対話ラボ

代表者 小川直美

東北とインドネシアの被災地協働事業・第

6期

～気仙沼コミュニティーとインドネシア

人技能実習生～

141万円

22
スペシャル・アート・フォクトリー

（Special Art Factory）

アートを楽しむインクルーシブな場づく

り

15万円

合計（22件） 1,175万円
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2) 社会教育及び文化・スポーツに関する事業

No. 団体名 事業名 助成金額

1 一般社団法人北海道フロアボール普及プ

ロジェクト

代表者 梅田弘胤

フロアボールを全ての人に！ 10万円

※

2 高野地域農村体験交流実行委員会

代表者 後藤信房

高野地域農村体験交流プロジェクト 53万円

3 はーとプロジェクト

代表者 大森秀樹

インクルーシブ・フットサルスクールの

開催

50万円

4 つるがや元気会

代表者 菅原敏之

高齢化率38.6％の鶴ケ谷を再び明るく元

気な町に！

次の50年に向けて！

30万円

5 特定非営利活動法人スサノオの風

代表者 石橋正伸

持続可能な佐田のまちづくりフォーラム 50万円

6 環境アレルギーアドバイザー支援ネット

ワーク愛知

代表者 加藤美奈子

環境アレルギー対策を親子でもっと体験

して学ぼう講座

30万円

7 東新会

代表者 樫原節男

歴史的建造物をヘリテージコミュニティ

として育てる

70万円

8 じもとの学び舎

代表者 松田誠一

ほんわか のほほん♪じもとの学び舎

～世代をつなぐプロジェクト～

56万円

9 NPO法人 ゆめ希望

代表者 加藤完二

豪雪地域におけるネガティブ払しょく事

業

25万円

10 一般社団法人WATALIS

代表者 引地恵

コミュニティーの環を広げよう

～暮らしと食文化伝承ワークショップ～

20万円

11 「ババコンin出雲」実行委員会

代表者 青木智美

ババコン in 出雲 2019 18万円

合計（11件） 412万円

※ 助成決定額 30 万円 助成実績額 10 万円

事業規模縮小のため、減額となりました。



- 4 -

3) 防災講座・防災シミュレーション体験講座・お料理体験講座の開催助成

No. 団体名 事業名 助成金額

1

特定非営利活動法人災害ボランティアネ

ットワーク鈴鹿

代表者 南部美智代

福祉コミュニティーづくりを支援する福

祉・防災ワークショップの展開：第2段階

事業

50万円

2
一般社団法人日本非常食推進機構

代表者 古谷賢治

防災備蓄食を活用したアレンジ料理講習

会

35万円

3
みたか防災マルシェ実行委員会

代表者 山崎光

みたか防災マルシェ2020 30万円

4

特定非営利活動法人西臼杵教育振興連合

会

代表者 林怜史

西日本以西における防災演習及び災害ボ

ランティア

40万円

合計（4件） 155万円

4) 体験学習（職場体験）に関する事業の助成

No. 団体名 件数 助成金額

1

NPO法人 ALL SeeD Association

(オールシードアソシエーション)

代表者 千葉千栄美

ココ to ミライ：高校生～若者バージョ

ン（継続3年目助成申込）

135万円

2
特定非営利活動法人

スクール・アドバイス・ネットワーク

小中高校生のための「伊藤研修センター」

の特徴を生かした体験学習推進事業

108万円

合計（2件） 243万円

2 知の冒険事業

1）「お持ち込み講演会」

講演主旨、内容にふさわしいベストな形でお客様に聴いて頂きたいと考えております。

また、講演会講師、テーマ主旨、会場地域等は、当財団のホームページに今後掲載する予定です。

2）当財団が考えるコミュニティー事業

助成団体が考える社会的な課題を解く為の事業を共に考え解決策を試行する取り組みを考えています。

No. 団体名 事業名 助成金額

1
つくば少年少女スポーツ障害予防研究会

代表者 岡本嘉一

学童スポーツ選手の親に障害予防につい

て科学的に正しい知識を提供する

24万円

2
学びのクリエイターになる!実行委員会

代表者 朝枝晴美

連続講座「社会教育の再設計」の開催 70万円

合計（2件） 94万円
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3 2019年度助成金合計

No. 助成カテゴリー 助成件数 助成金額

1） コミュニティー振興＆まちづくり 22件 1,175万円

2） 社会教育&スポーツ 11件 412万円

3） 防災関連&お料理体験講座 4件 155万円

4） 体験学習 2件 243万円

5） 知の冒険事業 2件 94万円

合計 41件 2,079万円

採択された助成事業はそれぞれ地域を代表する事業であり、地域のコミュニティーに与える影響力が大きな

活動となっています。

日々の暮らしに寄与するＮＰＯ法人、団体の存在は地域の財産とも考えますので、当財団としても多角的な

視野を持って地域事業を応援してゆくつもりです。

本年度 助成総額 合計 2,079 万円 (41 件)

４ 令和 2 年 9 月期（2019 年 10 月～2021 年 9 月末）財団・助成先往来記録

１ 令和 1 年 10 月 4 日

伊藤研修センター 武蔵野市立第三小・6 年 70 名 引率 4 名

職場体験授業を参観 ＳＡネット井上尚子副理事長

２ 令和 1 年 10 月 7 日

NPO 法人びーのびーの「よいお仕事おこしフェア」事務局山口麻津子さん訪問

東京都主催 於：東京国際フォーラム 同ＮＰＯは非常勤年 300 名雇用

３ 令和 1 年 10 月 18 日

福島大学うつくしま未来支援センター 関根文恵研究員来訪

19 日名古屋で、内閣府主催防災展出席の途中に当財団に立ち寄り

４ 令和 1 年 10 月 29 日

伊藤研修センター日塔康治事務長 杉並区立天沼小へ出張講義「会社って何だろう」

ＳＡネット井上尚子学校支援本部長と参観

５ 令和 1 年 11 月 6 日

みたか防災マルシェ山崎光代表に事業説明を受ける。三鷹駅南口の商店会の支援の基に、防災展示(30 余

ブース・ボランティア 80 名))実施。次回：令和 2 年 3 月 8 日実施予定（コロナ禍により中止）

６ 令和 1 年 11 月 14 日

せんだいわらアート実行委員会広瀬剛史代表と事業説明を受ける。せんだいわらアート展示見学。(せんだ

い農業園芸センター・仙台市荒浜地区)

農業支援(農業再生、後継者不足の補助から、農業従事者育成まで)を重点に活動していきたいとのこと。(母

体：一社 ReRoots)

7 令和 1 年 11 月 22 日
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東大社会教育学研究室講座・学びのクリアーターになる

連続講座「社会教育の再設計」ゲスト：山崎亮コミュニティーデザイナー講演に参加

８ 令和 1 年 11 月 23 日

当財団評議委員会・理事会実施 於：日本青年会館

９ 令和 1 年 11 月 30 日

みたか防災マルシェ（こども防災主催）山崎光代表監督のドキュメンタイー映画「いつか君の花明かりに

は」＆防災講座を見学

天沼小・井上尚子学校支援本部長と参観 於：三鷹市立第三小

10 令和 1 年 12 月 12 日

杉並区社会福祉協議会主催「杉並の子ども食堂」講演会講師：湯浅誠・全国子ども食堂支援センター理事

長、葛西優香マネージャー補佐にご挨拶

於：座・高円寺

11 令和 1 年 12 月 15 日

当財団・坂田仰評議員（日本女子大教授）、令和 2 年８月実施の同大学・教員免許更新講習会ゲスト講師と

して、助成先・地球対話ラボの登米市立北方小の宮崎敏明教頭を招聘

12 令和 2 年 1 月 25 日

助成先・びーのびーの主催「企業と創る地域社会・子育てにやさしい社会」に参加

於：伊藤研修センター

13 令和 2 年 1 月 26 日

当財団・阿部兼也評議員（令和 1 年 11 月 4 日ご逝去）の偲ぶ会に出席

於：仙台・法華倶楽部

14 令和 2 年 2 月 21 日 島根県出雲市出張

NOP 法人スサノオの風主催（石橋正伸理事長）「持続可能な佐田のまちづくりフォーラム」出席

15 令和 2 年 2 月 23 日 山口県周南市出張

「鹿野の風」プロジェクト（福田清治代表）

里山まるごと雑木による木漏れ日計画とオープンガーデンの視察

16 令和 2 年 4 月 24 日

NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ（湯浅誠代表）緊急オンラインセミナー ZOOM 会議

出席

17 令和 2 年 5 月 31 日

スペシャル・アート・ファクトリー定例会（井上尚子代表）絵画制作

18 令和 2 年 6 月 21 日

NPO 法人地球対話ラボ（小川直美代表）

東北とインドネシア被災地協働事業の ZOOM 会議出席

19 令和 2 年 6 月 29 日 尚絅学院人文社会学演習（松田道雄教授）の ZOOM 会議に

参加

20 令和 2 年 8 月 26 日

当財団の 2020 年度助成申請書の選考委員会開催

21 令和 2 年 9 月 7 日

公財）ハーモニーセンター 佐藤施設長 成果実績報告の件
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山中湖在、ハーモニーセンターの講座実施先のクローバー牧場（志村牧場長）との

関係性を緊密にしてほしい旨話す。（コロナ禍の影響で地元還元が不十分故）

22 令和 2 年 9 月 22 日

当財団 理事会を書面決議にて実施。

26 日 当財団の理事・評議員・監事宛に、2020（令和 2）年度財団助成予定先の助成先一覧

（HP 等アドレス付き）をメール送付する。

以上


